
理科 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト ○ ○ ◎

課題への取組 ○ ○ ◎

提出物（演習問題） ◎

学習に取り組む姿勢 ○ ◎

観察・実験への取組 ○ ○ ◎

学期 月 内容

・波の伝わり方

・音のドップラー効果

・レンズ

・光の干渉と回折

・静電気・電場・電位

・物質と電場

・コンデンサー

・オームの法則・直流回路･半導体

・磁場
・電流がつくる磁場

7 ・電磁力とローレンツ力

・電磁誘導の法則

・交流の発生

・自己誘導と相互誘導
・交流回路・電磁波

・核反応と核エネルギー
・素粒子

・物理が築く未来

問題演習

Ⅲ 1 問題演習

真空放電実験

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科

教科書
副教材

「物理」数研出版
「フォトサイエンス物理図録」数研出版
「リードα　物理・物理基礎」数研出版

物理

評価の観点

①関心･意欲･態度･・･物理的事物・現象に興味・関心を持ち、積極的に探究するとともに科学的態度を身につけている。
②思考･判断･表現･・･身の回りにある物理的事物・現象の中に問題を発見し、論理的に探究する過程を通して考察し、考えを
的確に表現している。
③観察・実験の技能･・･観察，実験を行い、基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録、整理し、科学
的に探究する技能を身につけている。
④知識･理解･・･物理的事物・現象について、基本的な概念や原理や法則を理解し、正しい知識を身につけている。

評価方法

到達目標 備考

学習目標
物理的な事例や現象に対する探求心を高め、目的意識をもって観察・実験などを行い理論的考察を進めながら、物理的に探
求する能力と態度を育てる。物理学の基本的概念や原理・法則を理解を深め、自然科学の見方や考え方を育成する。

学習内容
2年次の物理の継続履修である。身の回りにある物理的現象・事象をを取り扱い、電気と磁気・原子についての原理・法則を、
実験を通して理解するとともに、科学的な自然観を育てる。

4

物理基礎で学習した波の基本性質の復習と正弦波の式を
学習する。身近な音の波について、それまでの波の性質か
ら現象を理解する。特に、身近な現象の音のドップラー効果
について実験を中心に理解する。

課題テスト
ｳｪｰﾌﾞﾏｼﾝ
音波干渉実験
共振・共鳴実験
ドップラー実験

5

身近な光の波について、それまでの波の性質を発展させ
て、虹の自然現象を理解する。
屈折の実用例として、レンズのはたらきを考え、顕微鏡や望
遠鏡の原理を理解する。

凹凸レンズ
ヤングの実験
分光器
シャボン玉実験
プリズム実験
干渉板実験
中間テスト

光の干渉について理論を実験で検証しながら、原理と仕組
みの理解を深める。

電気の基本となる静電気力・電場・電位をクーロンの法則から理
解し、定量的に扱えるようにする。

箔検電気による静電気の確認実験

静電誘導・静電分極における電場の考え方を、電気力線と電場の
定義から導くことができるようにする。

6

コンデンサーの原理を理解し、電気量・電位差の計算ができるよう
にする。

電子の運動からオームの法則を理解する。キルヒホッフの法則を
学習し、複雑な直流回路の問題が解けるようにする。

磁場・磁力線の考え方を理解する。電流が流れると周りに磁場が
発生することを実験より考え、応用できるようにする。

期末テスト
比電荷実験

9

電磁誘導の法則を実験から理解し、また荷電粒子の運動による
ローレンツ力からもその法則を証明できるようにする。

課題テスト

電磁誘導の法則の実用例として、身近な交流の発生を理解し、簡
単な交流回路の計算ができるようにする。

10

電磁誘導の実用例として、自己誘導・相互誘導を学習する。また、
複雑な交流回路の計算ができるようにする。

現代物理学の基礎となる粒子性と波動性の発見を歴史的実験か
ら検証し、現代物理学の一端を理解できるようにする。電子顕微
鏡の原理も扱う。

11

渦電流実験
電気振動実験

Ⅰ

中間テスト

核反応を学習し、Ｅ=mc２　から導き出される膨大な核エネルギー
を理解し、原発・核融合の問題も理解できるようにする。素粒子の
存在も学習する。

期末テスト

大学入試の２次試験レベルの問題が解ける。 学年末テスト

･原子の構造とエネルギー準位
・原子核・放射線とその性質

原子の構造をボーアの理論から導けるようにする。

原子核の構造と原子核の崩壊による放射線と性質を理解できるよ
うにする。

Ⅱ

大学入試センター試験レベルの標準問題が解ける。

現代物理学の具体的な事例や現象にふれ、物理学の未来を考え
る。

12

電磁力を実験的により理解し、また電子の運動からローレンツ力
が証明できるようにする。

第５編　原子
・電子・光の粒子性・Ｘ線
・粒子の波動性



理科 科目 単位数 4

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト ○ ◎

長期休暇課題 ○ ○ ○

実験および実験レポート ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

学期 月 内容

反応速度と可逆変化

中間テスト

　第2章　金属元素(Ⅰ)

7 　第3章　金属元素(Ⅱ) 期末テスト

有機化合物

　第1章　有機化合物の分類と分析

　第2章　脂肪族化合物 中間テスト

　第3章　芳香族化合物

天然有機化合物

合成高分子化合物 期末テスト

12 問題演習

学年末テスト
Ⅲ 1

・合成繊維、合成樹脂、ゴムについて、その代表
的な物質の構造・性質・利用例などを理解する。

・共通テストレベルの問題が解ける。

・芳香族炭化水素、酸素・窒素を含む芳香族化
合物の特徴、性質の違いが理解できる。

4

5

・有機化合物の特徴と構造を理解し、それに基づ
いて有機化合物の分類ができる。
・化学式の決定が計算によりできる。

・脂肪族炭化水素、酸素原子を含む有機化合物
の特徴、性質および製法や相互関係が理解でき

・反応の速さを決める条件を学び、エネルギーの
概念を理解する。

化学的な事物・現象についての観察、実験や課題研究などを行い、自然に対する関心や探究心を高め、化学的に探
究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。

学習内容

Ⅱ

11

評価の観点

①関心･意欲･態度･・･化学的な事物・現象に関心や探究心を持ち、意欲的にそれらを探究するとともに
科学的態度を身につけている。
②思考･判断･表現･・･自然界や産業界にある化学的な事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現している。
③観察・実験の技能･・･観察，実験を行い、基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に
記録、整理し、化学に関する事物・現象を科学的に探究する技能を身につけている。
④知識･理解･・･化学に関する事物・現象について、基本的な概念や原理･法則を理解し、知識を身につ
けている。

評価方法

Ⅰ

10

化学平衡・無機化合物と有機化合物の特徴・性質を理解する。問題演習を通して化学反応式で表すこ
と、更にその量的関係を計算から求めることを復習する。

備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 化学

教科書
副教材

教科書　改訂版　化学（数研出版）
副教材　三訂版　リードＬｉｇｈｔノート化学（数研出版）   「ニューステージ化学図表」（浜島書店）

学習目標

・糖類やタンパク質について、その代表的な物質
の構造・性質などを理解する。

・大学入試の２次試験レベルの問題が解ける。

6

9

到達目標

化学平衡 ・平衡状態の原理を確認する。

無機化学
　第1章　非金属元素

・元素の分類と性質が周期表全体から理解できる。
・非金属元素の単体およびその化合物の特徴・性質
が理解でき、主な化学反応を理解することができる。

・金属元素の中でも1,2族および両性元素、遷移
金属元素の単体およびその化合物の特徴・性質
が理解できる。



理科 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト・課題テスト 〇 ◎

週末課題・長期休暇課題 ◎ 〇 〇

実験および実験レポート 〇 ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ 〇

学期 月 内容

　植物の発生

第４編　生物の環境応答

　動物の刺激の受容と反応

　動物の行動 中間テスト

　植物の環境応答

第5編　生態と環境

7 　個体群と生物群集 期末テスト

　生態系の物質生産とエネルギーの流れ

　生態系と生物多様性

第６編　生物の進化と系統

　生命の起源と変遷 中間テスト

　進化のしくみ

12 　生物の系統 期末テスト

問題演習

学年末テスト

Ⅲ

Ⅱ

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

配偶子形成から受精及び胚発生の過程について、お
よび被子植物の器官分化の過程について理解する。

Ⅰ

教科

生物や生物現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度
を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。

①関心・意欲・態度…生物や生物現象に興味・関心を持ち、意欲的に取り組む。
②思考・判断・表現…学習内容をもとに、考えられることを導き出す。
③観察・実験の技能…図表やグラフを読みとり、自分の意見を表現する。
④知識・理解…生物学の基本的な知識を身につけている。

教科書
副教材

「生物」（東京書籍） 　「 リードα　生物基礎＋生物」（数研出版）
「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）

学習目標

評価の観点

「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象を更に広範囲に取り扱い，生物学的に探究する能力と態度を身
に付けさせる。生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。

生物（看医）

9

1

刺激に対する反応としての動物個体の行動について
理解する。

生命の起源と生物進化の道筋について理解する。
10

生態系における物質生産とエネルギー効率につ
いて理解する。
生態系における生物多様性に与える要因を理解
し、その重要性を認識する。

4

5

6

小テストを年間を通じ順次行う。

11

生物はその系統に基づいて分類できることを理解する。

生物進化がどのようにして起こるのかを理解する。

外界の刺激を受容し、神経系を介して反応する仕組み
を理解する。

環境に応じた植物の調節と反応について理解する。

個体群とその変動について理解する。



理科 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト・課題テスト 〇 ◎

週末課題・長期休暇課題 ◎ 〇 〇

実験および実験レポート 〇 ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ 〇

学期 月 内容

第４編　生物の環境応答

　動物の刺激の受容と反応

　動物の行動

　植物の環境応答 中間テスト

第5編　生態と環境

　個体群と環境

7 　個体群と生物群集 期末テスト

　生態系の物質生産とエネルギーの流れ

　生態系と生物多様性

第６編　生物の進化と系統

　生命の起源と変遷 中間テスト

　進化のしくみ

　生物の系統

12 期末テスト

学年末テスト

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

「生物」（東京書籍） 　「 リードα　生物基礎＋生物」（数研出版）
「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）

評価の観点

「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象を更に広範囲に取り扱い，生物学的に探究する能力と態度を身
に付けさせる。生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。

6

生物（理系）教科

生物や生物現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度
を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的な自然観を育成する。

①関心・意欲・態度…生物や生物現象に興味・関心を持ち、意欲的に取り組む。
②思考・判断・表現…学習内容をもとに、考えられることを導き出す。
③観察・実験の技能…図表やグラフを読みとり、自分の意見を表現する。
④知識・理解…生物学の基本的な知識を身につけている。

環境に応じた植物の調節と反応について理解する。

教科書
副教材

学習目標

Ⅲ

Ⅱ

刺激に対する反応としての動物個体の行動について
理解する。

外界の刺激を受容し、神経系を介して反応する仕組み
を理解する。

11

10

Ⅰ

4

5

個体群とその変動について理解する。

問題演習

個体群集の成り立ちについて理解する。

生態系における物質生産とエネルギー効率について理解する。

生態系における生物多様性に与える要因を理解
し、その重要性を認識する。

生物はその系統に基づいて分類できることを理解する。

生命の起源と生物進化の道筋について理解する。

1

生物進化がどのようにして起こるのかを理解する。

9

基本・応用・発展問題に取り組み、知識、読解
力、思考力を深化、発展する。入試に備え、実力
を養成する。



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心･意欲･態度 技能・表現 思考・判断 知識・理解

定期テスト・単元テスト ○ ○ ◎

課題問題への取組 ○ ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

学期 月 内容

4
･波に伝わり方・音の伝わり方
・光の伝わり方

5
・平面内の運動・剛体
・運動量の保存・円運動

5
・静電気力
･電流と磁場

6
・万有引力
・直流回路

7
･ローレンツ力
･熱力学

9
・気体のエネルギーと状態変化
・電流と磁場

10
･電磁誘導と電磁波
・電子と光

11
･交流回路
・原子と原子核

12 ・入試対策

Ⅲ 1 ・入試対策

到達目標

単元別小テスト

備考

Ⅰ

実践的な大学入試問題を扱い、実力を養成する。
期末テスト

演習内容は２年次既習の内容中心にを問題演習を実
施し、３年物理の内容は授業の進度に応じて随時演習
する。演習をとおして実力をつける。

期末テスト

学習してきた物理の原理・法則を、問題演習することで多角的に考えより一層理解できるようにする。また日常的に
ある身近な事象を、物理的観点から考えられるようにする。

日常生活や社会との関係を図りながら物理現象への関心を高め、物理学の基本的概念や原理・法則を理解させ、
科学的な見方や考え方を養う。

物理演習

学習内容

Ⅱ

単元別小テスト

中間テスト

単元別小テスト

①関心・意欲・態度…身近な物理現象に興味・関心を持ち、原理・法則を照らし合わせようと取り組んでいる。
②技能・表現…図表やグラフを読みとり、そこから自分の考えを的確に表現できる。
③思考・判断…演習問題の内容をもとに、自分の考えを導き出すことができる。
④知識・理解…物理学の基本的な知識を身につけ、応用できる。

評価方法

中間テスト

単元別小テスト

評価の観点

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科

教科書
副教材

「物理」（数研出版）
「フォトサイエンス物理図録」（数研出版）
「リードα　物理・物理基礎」（数研出版）

学習目標



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト ○ ◎

実験・観察・レポート ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

プレゼンテーション ○ ○ ○

学期 月 内容

4 物質の構成(化学基礎分野)

5 物質の変化(化学基礎分野)

6 物質の状態・物質の変化

期末テスト

7

9 無機物質

10 有機化合物

11 天然有機化合物

実践問題演習 期末テスト

12

1

評価方法

Ⅲ

○共通テスト対策

　過去の共通テスト問題などに取り組む。

○私大・二次試験対策

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 化学演習

教科書
副教材

教科書　新編化学基礎（数研出版）・化学（数研出版）
副教材　新課程　リードＬｉｇｈｔ　化学基礎（数研出版）・リードＬｉｇｈｔノート　化学（数研出版）

評価の観点

問題演習および問題解説、実験及び実験の発表学習内容

学習目標
化学の大学入試問題などに取り組むことにより、化学に関する知識、計算力、思考力を深化、発展させ
る。また、人前でプレゼンテーションを行うことにより、コミュニケーション力、説明力・説得力を高め、知識
の定着を図る。

①関心･意欲･態度･・･化学的な事物・現象に関心や探究心を持ち、意欲的にそれらを探究するとともに科
学的態度を身につけている。
②思考･判断･表現･・･自然界や産業界にある化学的な事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現している。
③実験・観察の技能･・･実験等に関する基本操作を確認するとともに，それらの過程や結果を的確に把
握する。また、化学に関する事物・現象を科学的に探究する技能を身につけている。
④知識･理解･・･化学に関する事物・現象について、基本的な概念や原理･法則を理解し、知識を身につ
けている。

過去の私立大学・国公立大学の二次試験の問
題に取り組む。

Ⅰ
○既習事項を単元毎に問題集やプリントで演習
し、理解力を増す。

○基本問題・応用問題・発展問題に取り組み知
識、計算力、思考力を深化、発展させる。

○通常の授業内で行うことができなかった実験を
行い、学習内容の定着を図る。また、実験結果を
発表することでプレゼンテーション力を向上させ
る。

Ⅱ

到達目標 備考



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト・課題テスト 〇 ◎

週末課題・長期休暇課題 ◎ 〇 〇

実験および実験レポート 〇 ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ 〇

学期 月 内容

第１編　生命現象と物質

中間テスト

第２編　遺伝子のはたらき

7 期末テスト

第３編　生殖と発生

中間テスト

第４編　生物の環境応答

12 期末テスト

総合問題

学年末テスト

Ⅲ 1

基本・応用・発展問題に取り組み、知識、読解力、思
考力を深化、発展する。入試に備え、実力を養成す
る。

Ⅱ

9

10

11

Ⅰ

4

単元毎の問題演習により、既習事項の理解を深
める。
基本・応用・発展問題に取り組み、知識、読解
力、思考力を深化、発展する。

5
表現力やプレゼンテーション能力を向上する。

6

学習内容
「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象を更に広範囲に取り扱い，生物学的に探究する能力と態度を身
に付けさせる。生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。

評価の観点

①関心・意欲・態度…生物や生物現象に興味・関心を持ち、意欲的に取り組む。
②思考・判断・表現…学習内容をもとに、考えられることを導き出す。
③観察・実験の技能…図表やグラフを読みとり、自分の意見を表現する。
④知識・理解…生物学の基本的な知識を身につけている。

評価方法

到達目標 備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 生物演習

教科書
副教材

「生物」（東京書籍） 　「大学入試センター試験対策チェック&演習生物」（数研出版）
「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）

学習目標
観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てる。命の営みを学習することで生命に対する畏
敬の念を育て，生命を尊重する精神を養う。



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト・課題テスト 〇 ◎

週末課題・長期休暇課題 ◎ 〇 〇

実験および実験レポート 〇 ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ 〇

学期 月 内容

第１編　生命現象と物質

中間テスト

第２編　遺伝子のはたらき

7 期末テスト

第３編　生殖と発生

中間テスト

第４編　生物の環境応答

12 期末テスト

総合問題

学年末テスト

10

1

11

6

9

「生物基礎」との関連を図りながら，生物や生物現象を更に広範囲に取り扱い，生物学的に探究する能力と態度を身
に付けさせる。生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。

単元毎の問題演習により、既習事項の理解を深
める。
基本・応用・発展問題に取り組み、知識、読解
力、思考力を深化、発展する。

表現力やプレゼンテーション能力を向上する。

基本・応用・発展問題に取り組み、知識、読解力、思
考力を深化、発展する。入試に備え、実力を養成す
る。

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

教科

観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てる。命の営みを学習することで生命に対する畏
敬の念を育て，生命を尊重する精神を養う。

①関心・意欲・態度…生物や生物現象に興味・関心を持ち、意欲的に取り組む。
②思考・判断・表現…学習内容をもとに、考えられることを導き出す。
③観察・実験の技能…図表やグラフを読みとり、自分の意見を表現する。
④知識・理解…生物学の基本的な知識を身につけている。

教科書
副教材

「生物」（東京書籍） 　「看護系受験問題集 生物基礎＋生物」（数研出版）
「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）

Ⅰ

生物演習

Ⅲ

Ⅱ

4

5

学習目標

評価の観点



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト ○ ◎

週末課題 ○ ○ ○

実験・観察・レポート ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

プレゼンテーション ○ ○ ○

学期 月 内容

4 物質の構成(化学基礎分野)

①単体・化合物・混合物

5 ②原子・分子・イオン

③様々な結合、結合と結晶 中間テスト

6 物質の変化(化学基礎分野)

①物質量 期末テスト

7 ②化学反応式の量的関係

9 ③水素イオン濃度とpH

④中和反応の量的関係

10 ⑤酸化と還元、酸化剤と還元剤 中間テスト

⑥酸化還元反応、電池

11 実践問題演習

期末テスト

12

Ⅲ 1 学年末テスト

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 化学基礎演習

教科書
副教材

教科書　新編化学基礎（数研出版）
副教材　新課程　リードＬｉｇｈｔ　化学基礎（数研出版）、つかむ共通テスト化学基礎(浜島書店)

学習目標
化学の大学入試問題に取り組むことにより、化学に関する知識、計算力、思考力を深化、発展させる。ま
た、人前で解答解説というプレゼンテーションを行うことにより、コミュニケーション力、説明力・説得力を高
め、知識の定着を図る。

学習内容 問題演習および問題解説

評価の観点

①関心･意欲･態度･・･化学的な事物・現象に関心や探究心を持ち、意欲的にそれらを探究するとともに
科学的態度を身につけている。
②思考･判断･表現･・･自然界や産業界にある化学的な事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現している。
③実験・観察の技能･・･実験等に関する基本操作を確認するとともに，それらの過程や結果を的確に把
握する。また、化学に関する事物・現象を科学的に探究する技能を身につけている。
④知識･理解･・･化学に関する事物・現象について、基本的な概念や原理･法則を理解し、知識を身につ
けている。

評価方法

到達目標

Ⅰ

備考

○既習事項を問題集やプリントで単元毎の演習
により理解力を増す。

○基本問題・応用問題・発展問題に取り組み知
識、計算力、思考力を深化、発展させる。

○通常の授業内で行うことができなかった実験を
行い、学習内容の定着を図る。

Ⅱ

共通テストの過去問題などに取り組む

共通てすと対策



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

定期テスト 〇 ◎

週末課題・長期休暇課題 ◎ 〇 〇

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

学期 月 内容

第１編　生物の特徴

第２編　遺伝子とそのはたらき

7

第３編　生物の体内環境の維持

第４編　生物の多様性と生態系

総合問題

12

総合問題

期末テスト

単元毎の問題演習により、既習事項の理解を深
める。

基本・応用・発展問題に取り組み、知識、理解
力、読解力、思考力を深化、発展させる。

学年末試験

入試に備え、実力を養成する。

期末テスト

中間テスト

中間テスト

6

4

1

10

11

9

教科書
副教材

「新編　生物基礎」（東京書籍）
「チェック＆演習　生物基礎」（数研出版）

学習目標

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ
5

評価の観点

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

生物や生物現象に関わる基礎的な内容を扱う。身のまわりの自然や日常生活や社会との関連性を意識
しながら理解し、基本的な素養を身につける。

生物基礎演習教科

日常生活や社会との関係を図りながら生物や生物現象への関心を高め、生物学的に探究する能力と態
度を育てるとともに、生物学の基本的概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。

①関心・意欲・態度…生物や生物現象に興味・関心を持ち、意欲的に取り組む。
②思考・判断・表現…学習内容をもとに、考えられることを導き出す。
③観察・実験の技能…図表やグラフを読みとり、自分の意見を表現する。
④知識・理解…生物学の基本的な知識を身につけている。



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

学習に取り組む姿勢 ◎

レポート 〇 〇 〇 〇

製作物 〇 〇 〇 〇

学期 月 内容

サクラの観察・調査

田んぼの四季（春編）

5

ビオトープ観察会

田んぼの四季（夏編）

透明骨格標本（準備）

環境フォトコンテスト（準備）

7

作品応募

田んぼの四季（秋編）

牛乳パックからハガキを制作

12

地球大進化４６億年の旅

10

6

幼稚園・保育園の園児が来校し、紙芝居等を作っ
て園児と触れ合う。

環境フォトコンテスト応募

バイオミメティクス

牛乳パックを溶かしてハガキ大の紙を制作する。

確認レポート
田んぼの一年について学習し、身近な自然につ
いて考える。

確認レポート

作品提出

確認レポート

Ⅰ

11

観察レポート

確認レポート

9

確認レポート

生物のからだの作りや特徴について学習し、生物
の進化や環境への適応について考える。また、そ
れらを活かした新商品を考案し、発表する。

ビデオ視聴により地球の進化と生物の進化につ
いて調べる。

透明骨格標本の作製

田んぼの一年について学習し、身近な自然につ
いて考える。

透明骨格標本を作製する。
作成したものを発信する。

製作
確認レポート

確認レポート

発表用資料作成

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 科学探究

教科書
副教材

「新版　地域からつくるあしたの地球環境」（実教出版）

発表用資料作成

確認レポート

サクラの葉や花の見方について学習、観察、調査
をする。

学習内容
生物・物理・化学・地球科学の事物・現象について総合的に学習することで自然に対する関心を高め、生
物・物理・化学・地球科学を探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則の系統的な
理解を深め、科学的な自然観を育成する。

Ⅲ

田んぼの一年について学習し、身近な自然につ
いて考える。

主旨を理解する。自分の構想を立てる。

Ⅱ

1

4

出光興産主催の環境フォトコンテストに応募する
ことで、身近な環境問題を写真を通して理解す
る。

透明骨格標本についての基礎知識をつける。自
分の試料を決定、準備する。

目に見える動物や植物、水中の微生物について、
観察や調査をする。これらの動植物について個人
テーマを決め、調べ学習を行う。

三島南ビオトープに棲む動植
物の観察・調査

学習目標 科学のおもしろさや見方を、ビデオ視聴・実験・観察を中心に学習する。

①関心･意欲･態度･・･科学の事物・現象に関心や探究心を持ち、科学的態度を身につけている。
②思考･判断･表現･・･自然や人間の社会にある事物・現象の中に問題を見出し、事象を科学的に考察
し、導き出した考えを的確に表現している。
③観察･実験の技能･・･観察，実験を行い、それらの過程や結果を的確に記録、整理し、科学に関する事
物・現象を科学的に探究する技能を身につけている。
④知識･理解･・･科学に関する事物・現象について、基本的な概念や原理･法則を理解し、知識を身につけ
ている。

評価の観点

備考

評価方法

到達目標



理科 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解

実験および実験レポート ○ ○ ◎

学習に取り組む姿勢 ◎ ○

プレゼンテーション ◎ ○ ○

学期 月 内容

有機化合物の分類と分析

脂肪族炭化水素化合物

アルコールと関連化合物

芳香族化合物

7

12

学習内容

評価方法

探究実験

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 生命の化学

教科書
副教材

「有機化学が好きになる＜新装版＞」

化学的な事物・現象についての観察、実験や課題研究などを行い、科学的な探究心・チームの一員とし
ての協調性を育成し、コミュニケーション力、プレゼンテーション力を向上させる。

天然有機化合物

・脂肪族炭化水素の特徴、性質および製法や相
互関係が理解できる。
・酸素原子を含む有機化合物(アルコール・エー
テル・カルボン酸など)の特徴、性質および製法
や相互関係が理解できる。
・芳香族炭化水素、酸素・窒素を含む芳香族化
合物の特徴、性質の違いが理解できる。
・糖類やアミノ酸について、その代表的な物質の
構造・性質などを理解する。
・デンプン、セルロースやタンパク質について、そ
の代表的な物質の構造・性質などを理解する。
・酵素、核酸などについて理解する。

学習目標

主に有機化合物の特徴・性質を理解する。

4

到達目標 備考

Ⅰ

①関心･意欲･態度･・･化学的な事物・現象に関心や探究心を持ち、意欲的にそれらを探究するとともに
科学的態度を身につけている。
②思考･判断･表現･・･自然界や産業界にある化学的な事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を
通して、事象を科学的に考察し、導き出した考えを的確に表現している。
③観察・実験の技能･・･観察，実験を行い、基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に
記録、整理し、化学に関する事物・現象を科学的に探究する技能を身につけている。
④知識･理解･・･化学に関する事物・現象について、基本的な概念や原理･法則を理解し、知識を身につ
けている。

評価の観点

・有機化合物の特徴と構造を理解し、それに基づ
いて有機化合物の分類ができる。

6

Ⅲ

10

1

11

Ⅱ

チームでテーマを設定し、実験を行う。その結果
をパソコンで処理し、スライドを作り、プレゼン
テーションも行う。

9

課題実験、応用実験を行い、段取りを考え、実践
する能力を高める。その結果をパソコンで処理
し、スライドを作り、プレゼンテーションも行う。
チームでコミュニケーションをとり、成し遂げるト
レーニングをする。

課題実験

・代表的な合成高分子化合物の構造・性質など
を理解する。

合成高分子化合物
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